
明
治
九
年
の
も
の
が
確
認
で
き
る
。
年
紀
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
絵
図
に
関
し
て
も
、

後
述
す
る
記
載
形
式
の
一
致
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と

推
定
で
き
る
。『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
に
よ
れ
ば
、
山
形
県
で
は
明
治
六
年
一
〇

月
に
は
作
業
が
着
手
さ
れ
、
同
一
二
年
六
月
に
終
了
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
3
（

。
税

務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
山
形
県
の
地
籍
図
は
、
上
記
の
期
間
で
実
施
さ
れ
た
地
租

改
正
作
業
と
関
係
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
所
蔵
さ
れ
て
い
る
地
籍
図
に
は
地
引
絵
図
と
墓
所
絵
図
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

絵
図
が
あ
る
。
以
下
、
地
引
絵
図
と
そ
の
他
の
絵
図
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を

述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

［
地
引
絵
図
］

　『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
に
は
、
山
形
県
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
が
、「
平
坦
ノ
村

落
ハ
毎
地
ノ
地
形
ヲ
図
画
シ
一
筆
限
図
ヲ
製
シ
又
之
ヲ
接
合
シ
一
村
限
図
ヲ
製
セ
シ

メ
山
間
ノ
村
落
は
多
ク
一
筆
限
リ
図
を
製
セ
ス
一
村
限
リ
ノ
見
取
図
ヲ
製
セ
リ

（
4
（

」
と

あ
り
、
平
野
部
で
は
一
筆
図
と
全
図
と
し
て
の
一
村
図
、
山
間
部
で
は
一
村
図
が
作

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
の
大
多
数
は
一
村
図
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
埼
玉
県
和
光
市
の
税
務
大
学
校
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
税
務
情
報
セ
ン

タ
ー
と
略
）
に
は
、
東
京
・
大
阪
な
ど
の
各
国
税
局
や
地
方
税
務
署
か
ら
移
管
さ
れ

た
、
近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
税
制
に
関
係
す
る
資
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
本
共
同
研
究
で
は
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
明
治
前
期
作
成
の
地
籍
図
約

六
〇
〇
点
に
つ
い
て
原
本
調
査
を
行
っ
た

（
1
（

。
こ
こ
で
は
、
数
量
的
に
ま
と
ま
っ
て
移

管
・
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
形
県
、
愛
知
県
、
奈
良
県
の
地
籍
図
を
中
心
に
概
要
を
述

べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

❶
山
形
県
の
地
籍
図

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
約
三
〇
〇
点
の
山
形
県
旧
村
山
郡
の
明
治
前
期
作
成
地

籍
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
岩
手
県
花
巻
税
務
署
か
ら
移
管
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
地
籍
図
に
は
第
二
次
山
形
県
下
（
明
治
四
年
一
一
月
～
同
九
年
八
月
）
に
お
け
る

旧
村
山
郡
の
大
区
小
区
の
区
割
り
が
記
載
さ
れ
て
い
る

（
2
（

。
年
紀
は
、
す
べ
て
の
絵
図

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
箕
輪
村
の
絵
図
の
明
治
六
年
一
一
月
を
は
じ
め
と
し
て

税
務
大
学
校
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
明
治
前
期
作
成
地
籍
図
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た
だ
し
、
谷
地
組
と
よ
ば
れ
る
地
域
で
は
字
図
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
一
村
図
を
中
心
に
、
地
引
絵
図
の
概
要
に

つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）一
村
図

題
書

　
一
村
図
の
多
く
は
絵
図
が
複
数
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
場
合
、
内
題
は
分
割
さ
れ
た
絵
図
の
一
枚
の
み
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
外
題
は
分
割
さ
れ
た
絵
図
毎
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　
内
題
は
「
羽
前
国
村
山
郡
第
○
大
区
小
○
区
○
○
村
地
引

絵
図
（
面
）」
ま
た
は
「
羽
前
国
村
山
郡
第
○
大
区
小
○
区

○
○
村
絵
図（
面
）」が
多
い
。絵
図
に
よ
っ
て
は「
絵
図（
面
）」

を
記
載
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

　
外
題
は
次
の
よ
う
な
異
な
る
筆
跡
の
も
の
が
一
枚
の
絵
図

に
併
記
さ
れ
て
い
る
。
①
「
村
山
郡
」
と
表
記
す
る
も
の
、

②「
西
村
山
郡
」と
表
記
す
る
も
の
、
③「
西
郡
○
○
村（
町
）

大
字
○
○
」
と
表
記
す
る
も
の
、
④
村
名
の
み
を
記
載
す
る

も
の
で
あ
る

（
5
（

。

　
①
は
、
楯
西
、
楯
南
、
水
沢
村
な
ど
数
か
村
の
絵
図
の
み

に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
写
真
1
）。
村
山
郡
は
明
治
一
一
年
以
降
に
、
東
村
山
郡
と

西
村
山
郡
の
二
郡
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
①
は
明
治
一
一
年
以
前
の
も
の

と
判
断
で
き
る
。
あ
る
い
は
絵
図
作
成
当
初
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、

①
の
外
題
の
中
に
は
、「
羽
前
国
」と「
村
山
郡
」の
間
に
、
明
治
一
一
年
以
降
に「
西
」

の
文
字
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
②
に
は
「
羽
前
国
西
村
山
郡
○
○
村
絵
図
」「
西
村
山
郡
字
絵
図
拾
壱
ヶ
村
」「
羽

前
国
西
村
山
郡
村
名
不
詳
絵
図
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
筆
跡
で
あ
る
と
判
断
で

き
る
。「
羽
前
国
西
村
山
郡
○
○
村
絵
図
」
と
す
る
内
題
は
多
く
の
絵
図
に
記
載
さ

れ
て
お
り
（
写
真
2
）、「
西
村
山
郡
字
絵
図
拾
壱
ヶ
村
」
は
十
八
才
村
の
絵
図
な
ど

数
点
の
絵
図
に
み
ら
れ
る
（
写
真
3
）。「
羽
前
国
西
村
山
郡
村
名
不
詳
絵
図
」
は
内

題
や
①
の
外
題
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
絵
図
に
み
ら
れ
る
（
写
真
4
）。
ま
た
、
②

の
脇
に
は
朱
四
角
囲
み
の
な
か
に
イ
・
ロ
・
ハ
の
文
字
に
よ
る
記
号
が
付
さ
れ
て
お

り
、
絵
図
が
分
類
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
分
類
の
詳
細
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。「
西
村
山
郡
」
と
記
載
す
る
②
は
、
西
村
山
郡
が
明
治
一
一
年
に
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成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
以
降
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
さ

ら
に
、「
羽
前
国
西
村
山
郡
村
名
不
詳
絵
図
」
の
存
在
を
ふ
ま
え
る
と
、
②
の
記
載

は
絵
図
作
成
後
か
な
り
時
間
を
経
た
段
階
で
、
作
成
者
で
は
な
い
第
三
者
に
よ
っ
て

付
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
③
も
ま
た
、
多
く
の
絵
図
に
付
さ
れ
て
い
る
外
題
で
あ
る
。
③
は
貼
紙
の
上
に
記

載
さ
れ
て
お
り
、
同
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
貼
紙
は
①
と
②
と
異
な
る
場
所
に

付
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
①
と
②
と
同
じ
場
所
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま

た
、
な
か
に
は
①
や
②
の
外
題
の
上
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
③
の
町
村
の

な
か
に
は
昭
和
三
年
に
成
立
し
た
「
宮
宿
町
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
③
は
①
②
の
外

題
記
載
後
、
昭
和
期
に
入
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
（
写
真
2
）。

　
④
は
、
十
八
才
、
水
本
、
太
郎
村
の
絵
図
な
ど
数
点
に
み
ら
れ
る
外
題
で
あ
る
。

他
の
外
題
に
比
べ
て
大
き
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
太
郎
村
の
絵
図
に
は
④
と
同
筆
と

思
わ
れ
る
「
明
治
三
十
三
年
」
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
水
本
村
の
絵
図
で

は
、
②
の
外
題
が
、
④
を
よ
け
て
脇
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

④
は
明
治
一
一
年
以
降
に
記
載
さ
れ
た
②
と
同
時
も
し
く
は
②
よ
り
も
古
い
外
題
で

あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
小
見
村
の
絵
図
な
ど
に
は
付
箋
に
記
載
さ
れ
た
外
題
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
外
題
に
は
「
イ
ロ
ハ
」
な
ど
の
文
字
記
号
が
み
ら
れ
る
が
、
②
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
イ
ロ
ハ
」
と
は
異
な
っ
た
分
類
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
山
形
県
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
の
一
村
図
に
は
記
載
時

期
の
異
な
る
様
々
な
外
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
外
題
の
存
在
か

ら
は
、
絵
図
作
成
後
の
い
く
つ
か
の
時
期
に
お
い
て
地
籍
図
が
分
類
・
整
理
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

大
き
さ
と
縮
尺

　
山
形
県
の
一
村
図
は
、
複
数
枚
の
絵
図
に
分
割
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
二
枚
か
ら
三
枚
を
一
組
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
入
間
村
の
図

の
よ
う
に
六
枚
一
組
で
一
村
図
を
構
成
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
絵
図
の
大
き

さ
は
、
一
辺
が
二
m
を
越
え
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
大
き
い
も
の
で
は
西
根

村
の
絵
図
の
よ
う
に
一
辺
が
六
m
を
越
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
絵
図
の
縮
尺
は
、
所
部
村
の
絵
図
に
「
壱
間
壱
分
割
ニ
定
」
と
あ
り
、
同
図
が
一

間
（
一
．八
m
）
を
一
分
（
三
㎜
）
す
な
わ
ち
一
／
六
〇
〇
の
縮
尺
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
ほ
か
の
絵
図
に
関
し
て
は
、
縮
尺
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で

あ
る
が
、
後
述
す
る
奈
良
県
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
と
比
較
す
る
と
い
ず
れ
も
大
縮

尺
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
所
部
村
の
絵
図
と
同
様
に
一
／
六
〇
〇
の
縮
尺
で
あ
っ
た

可
能
性
は
高
い
。

凡
例
お
よ
び
土
地
利
用
表
現

　
凡
例
の
数
・
表
記
形
式
・
彩
色
の
濃
淡
は
、
絵
図
毎
で
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
彩
色
ほ
か
）。
田
（
黄
）、

畑
（
肌
色
）、
宅
地
（
橙
）、
草
生
（
薄
茶
）、
道
（
朱
線
）、
山
・
林
（
緑
）、
水
（
青
）、

荒
地
（
薄
緑
）、
石
砂
（
灰
）、
境
界
（
点
線
）
で
あ
る
。
く
わ
え
て
無
色
な
い
し
白

色
上
に
他
村
名
を
記
載
し
飛
地
を
表
現

し
た
も
の
も
あ
る
。
草
生
と
荒
地
は
同

じ
凡
例
と
さ
れ
て
い
る
絵
図
も
あ
り
、

無
税
地
と
併
記
さ
れ
て
い
る
絵
図
も
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
絵
図
に
よ
っ
て
は
個

性
的
な
凡
例
が
み
ら
れ
る
。
沼
山
村
の

絵
図
に
は
田
・
畑
と
は
別
に
元
田
・
元

畑
と
あ
り
、
堂
屋
敷
村
の
絵
図
に
は
畑

と
は
別
に
麁
野
畑
と
あ
る
。
こ
う
し
た

凡
例
は
、
一
般
的
な
地
租
改
正
地
引
絵

図
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
近

世
期
の
村
絵
図
な
ど
の
表
現
に
類
似
し
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て
い
る
。
な
お
、
地
租
改
正
地
引
絵
図
に
よ
く
み
ら
れ
る
官
有
地
の
凡
例
は
な
い
。

　
ま
た
、
山
形
県
の
一
村
図
は
絵
画
的
な
表
現
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
山
は
単
に
平
面
的
に
描
く
の
で
な
く
、
谷
筋
が
描
か
れ
、

彩
色
の
濃
淡
に
よ
っ
て
山
の
深
さ
や
雰
囲
気
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
樹
木
な

ど
を
記
載
し
て
い
る
絵
図
も
あ
る
。
写
真
5
に
示
し
た
月
山
沢
村
の
絵
図
は
、
霊
峰

で
あ
る
月
山
の
荘
厳
さ
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
寺
社
な
ど
の
建
物
を
描

い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

方
位
表
現

　
方
位
表
現
は
、
助
巻
村
と
水
口
村
の
絵
図
の
よ
う
に
酷
似
す
る
方
位
表
現
を
採
用

し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
村
毎
に
異
な
る
。
方
位
表
現
は
大
き
く

分
け
て
、
四
辺
に
東
西
南
北
を
記
載
す
る
も
の
、
磁
石
、
そ
し
て
十
字
方
位
の
三
つ

で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
も
の
で
も
細
部
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
磁
石
の
方

位
表
現
の
よ
う
に
、
磁
石
に
東
西
南
北
を
記
載
す
る
も
の
や
十
二
支
を
記
載
す
る
も

の
、
東
西
南
北
と
十
二
支
の
両
者
を
記
載
す
る
も
の
が
あ
る
。

一
筆
内
の
記
載

　
平
地
部
の
一
筆
内
の
記
載
は
、
基
本
的
に
地
番
と
前
述
し
た
土
地
利
用
を
示
す
彩

色
で
あ
る
。
地
番
は
土
地
利
用
の
彩
色
の
上
に
直
接
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
貼
紙

の
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
地
番
に
は
朱
合
点
が
付

さ
れ
て
い
る
。
絵
図
に
よ
っ
て
は
地
主
名
を
記
載
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
志
津
村

の
絵
図
な
ど
で
は
字
毎
に
字
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
山
間
部
に
関
し
て
は
区
画
線
が
引
か
れ
、
そ
れ
毎
に
字
名
と
地
主
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
地
番
の
記
載
は
な
い
。

署
名
・
押
印
・
そ
の
他

　
署
名
は
戸
長
や
副
戸
長
の
み
が
な
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
（
写
真
6
）。
押
印
は

い
く
つ
か
の
絵
図
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
署
名
者
全
員
の
押
印
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
絵
図
の
な
か
に
は
、
小
清
村
の
絵
図
の
よ
う
に
明
治
六
年
六
月
の
田
畑
地
引
帳
の

裏
紙
を
用
い
た
も
の
が
あ
る
（
写
真
7
）。
ま
た
、
絵
図
記
載
面
の
裏
に
、
丈
量
結

果
が
示
さ
れ
て
い
る
絵
図
も
あ
る
。

一
村
図
の
特
徴
と
地
租
改
正
作
業

　
以
上
、
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
の
一
村
図
に
つ
い
て
み

て
き
た
。
山
形
県
の
一
村
図
は
、
後
述
す
る
奈
良
県
を
含
む
他
府
県
の
地
租
改
正
地

引
絵
図
の
一
村
図
と
比
較
し
た
場
合
、
特
異
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
大
縮
尺
に
よ

る
絵
図
作
成
や
凡
例
な
ど
の
種
類
は
む
し
ろ
壬
申
地
券
地
引
絵
図
に
多
く
み
ら
れ
る

特
徴
で
あ
る

（
6
（

。

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
形
県
で
は
、
地
租
改
正
に
あ
た
り
他
府
県

と
は
異
な
り
、
租
税
米
な
ど
か
ら
の
地
価
を
確
定
す
る
作
業
（
立
附
米
調
査
な
ど
）

が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
山
形
県
が
近
世
に
お
い
て
県
内
に
複
数
の
藩
が
存
在
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し
支
配
が
入
り
組
ん
だ
状
態
で
あ
り
、
ま
た
、
土
地
所
有
に
つ
い
て
も
複
雑
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る

（
7
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
谷
地
組
に
お
け
る
地
引
絵
図
作
成
が
一
村
図

で
は
な
く
字
図
で
あ
っ
た
の
は
、
近
世
に
お
け
る
同
県
の
複
雑
な
事
情
が
密
接
に
関

わ
っ
て
い
た
。
特
異
な
特
徴
を
有
す
る
一
村
図
作
成
に
つ
い
て
も
ま
た
、
上
記
の
よ

う
な
事
情
や
作
業
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
形
県
で
は
立
附
米
調
査
な
ど
に
お
い
て
壬
申
地
券
に
関
す
る
絵
図
と
は
別
に
、
絵

図
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
8
（

。
山
形
県
の
一
村
図
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
こ
れ
ら
の
点
も
含
め
て
、
他
機
関
所
蔵
の
地
籍
図
と
の
比
較
や
関
連
資
料
の

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
同
県
に
お
け
る
地
租
改
正

作
業
や
、
そ
れ
に
い
た
る
ま
で
の
具
体
的
な
作
業
行
程
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

（
2
）字
図

　
西
村
山
郡
の
北
東
端
に
位
置
す
る
谷
地
組
の
村
々
（
一
一
ヶ
村
）
に
つ
い
て
は
、

字
単
位
で
一
筆
ご
と
の
情
報
を
記
載
し
た
字
図
が
存
在
す
る
。
谷
地
は
、
中
世
以
来
、

山
形
盆
地
北
部
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
至
り
数
ヶ
村

に
分
村
し
、
支
配
も
最
上
氏
以
降
は
幕
府
、
新
庄
藩
、
上
山
藩
に
分
割
支
配
さ
れ
た

（
9
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
各
村
は
谷
地
組
と
い
う
枠
組
み
に
よ
り
伝
統
的
な
領
域
を
維
持
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
変
遷
を
経
て
、
谷
地
組
の
村
々
は
複
雑
な
村
落
構
造

を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
と
り
わ
け
各
村
の
飛
地
が
交
錯
し
た
状
態
は
谷
地
組
の

村
々
の
特
徴
と
い
え
、
県
内
の
他
の
村
と
比
べ
て
も
異
質
で
あ
る
。
こ
う
し
た
村
落

の
性
質
が
、
谷
地
組
の
字
図
を
作
成
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
谷
地
組
の
字
図
の
主
題
は
、
各
村
の
飛
地
の
分
布
と
一
筆
の
地
番
及
び
地
目
を
示

す
こ
と
に
あ
る
。
字
図
の
形
式
は
帳
綴
り
で
は
な
く
、
全
図
と
同
様
に
一
枚
仕
立
て

に
仕
上
げ
て
お
り
、
縮
尺
も
一
／
六
〇
〇
程
度
の
大
縮
尺
で
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、

そ
の
結
果
各
絵
図
の
寸
法
は
数
m
に
も
及
ん
で
い
る
。
字
図
の
枚
数
は
、
外
題
に

「
弐
拾
八
枚
之
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
八
枚
の
絵
図
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
字
図
は
必
ず
し
も
一
字
一
枚
で
仕
上
げ
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
字
を
一
枚
の
絵
図
に
描
く
場
合
も
み
ら
れ
る
。

　
字
図
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
記
載
が
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
す
べ
て
の
絵
図
の

内
題
は
「
羽
前
国
村
山
郡
第
四
大
区
小
七
区
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
谷
地
組
の
村
が

第
四
大
区
に
編
成
さ
れ
て
い
た
明
治
九
年
九
月
以
前
の
段
階
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
字
図
に
は
凡
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
の
項
目
は
、
屋
敷（
朱
色
）、
田（
黄
色
）、

畑
（
薄
朱
色
）、
道
（
朱
線
）、
水
（
青
色
）、
飛
地
（
白
色
）、
山
（
緑
色
）、
荒
蕪

地
（
緑
色
）、
石
砂
（
灰
色
）
に
分
け
ら
れ
、
一
筆
内
の
地
目
を
色
彩
で
表
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
飛
地
が
所
属
す
る
村
に
つ
い
て
も
イ
ロ
ハ
記
号
で
表
現

さ
れ
て
お
り
、「
イ
」
の
荒
町
村
か
ら
「
ル
」
の
新
吉
田
村
ま
で
、
一
一
ヶ
村
分
が

凡
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
ど
ち
ら
の
凡
例
と
も
、
実
際
の
項
目
数
は
字
ご
と

で
異
な
っ
て
い
る
（
写
真
8
）。

　
字
図
の
一
筆
内
記
載
に
は
、
所
属
す
る
村
を
示
す
イ
ロ
ハ
記
号
と
、
各
村
毎
に
ふ

ら
れ
た
地
番
と
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
村
に
所
属
す
る
飛
地
に
つ
い
て
は
、
凡
例
に

あ
る
よ
う
に
白
色
で
表
現
さ
れ
、
所
属
す
る
村
名
が
直
接
一
筆
内
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
地
番
に
は
朱
合
点
が
み
ら
れ
、
台

帳
な
ど
と
照
合
を
行
っ
た
痕
跡
が
み
ら

れ
る
。
方
位
表
現
は
○
に
十
字
の
東
西

南
北
で
、
こ
の
タ
イ
プ
が
全
て
の
字
図

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
字
図
は
、
内
題
の
記
入
の

仕
方
か
ら
大
き
く
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
は
、
太

字
の
墨
書
で
「
第
○
番

　
字
○
○
」
と

記
載
す
る
も
の
で
（
写
真
9
）、
他
方

は
や
や
細
字
の
墨
書
で
「
字
○
○
」
と

字
名
だ
け
を
記
し
、
字
番
号
は
用
い
な

（
10
）
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い
（
写
真
10
）。
こ
う
し
た
違
い
は
、
絵
図
の
調
整
主
体
の
違
い
を
示
す
も
の
と
理

解
で
き
る
が
、
そ
の
記
載
範
囲
か
ら
推
定
し
て
前
者
は
明
治
二
〇
年
に
成
立
し
た
谷

地
村
を
構
成
す
る
村
々
で
あ
り
、
後
者
は
同
様
に
北
谷
地
村
の
村
々
に
よ
っ
て
調
整

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
二
〇
年
の
合
併
以
前
か
ら
各
村
と
の

結
合
関
係
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
も
の
が
た
り
興
味
深
い
。

　
前
述
の
よ
う
に
こ
の
谷
地
組
の
各
村
は
歴
史
的
に
も
重
要
な
地
域
を
形
成
し
て
い

る
。
条
里
地
割
や
方
形
城
館
、
河
岸
場
跡
な
ど
の
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
景
観

を
復
原
す
る
上
で
、
字
図
や
全
図
の
活
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　［そ
の
他
の
絵
図
］

（
1
）水
害
絵
図

　
水
害
絵
図
と
は
、
溝
延
村
や
田
井
村
の
絵
図
に
見
ら
れ
る
水
害
の
状
況
を
描
い
た

絵
図
の
こ
と
で
あ
る
。
溝
延
村
絵
図
の
外
題
に
は
「
水
害
絵
図
面

　
六
枚
之
内
○
号

　
但
最
上
川
ヨ
リ
○

　
第
四
大
区
小
六
区

　
溝
延
村
」
と
あ
り
、「
水
害
絵
図
面
」

の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
絵
図
の
主
題
も
水
害
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
田
井
村
の
絵
図

の
端
に
は
次
の
よ
う
な
添
書
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
。

　
　 「
右
ハ
当
明
治
八
年
七
月
中
両
度
之
大

洪
水
ニ
付
田
畑
川
欠
水
腐
之
分
書
面
之

通
麁
絵
図
取
調
奉
書
上
候
處
相
違
無
御

座
候
以
上
」

　
添
書
は
明
治
八
年
九
月
の
日
付
で
山
形
県

権
令
関
口
隆
吉
宛
て
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、

田
井
村
の
戸
長
と
副
戸
長
の
署
名
押
印
も
み

ら
れ
る
。
同
様
の
添
書
は
溝
延
村
の
絵
図
で
も
確
認
さ
れ
る
。
添
書
か
ら
は
両
村
の

絵
図
が
、
明
治
八
年
七
月
の
洪
水
に
よ
る
被
災
状
況
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
両
村
は
最
上
川
と
寒
河
江
川
の
合
流
点
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
水

害
の
影
響
を
受
け
や
す
い
立
地
環
境
に
あ
る
。
絵
図
の
凡
例
を
み
る
と
水
害
に
関
わ

る
主
題
が
明
確
で
あ
る
。
田
井
村
で
は
、
道
（
朱
線
）、
川
（
青
色
）、
田
（
茶
色
）、

畑
（
朱
色
）、
耕
地
無
難
之
分
（
白
）
が
挙
げ
ら
れ
、
水
害
の
影
響
を
受
け
た
地
筆

と
そ
の
土
地
利
用
が
わ
か
る
。
溝
延
村
で
は
、
道
（
朱
線
）、
川
（
青
色
）、
田
（
黄

色
）、
畑
（
朱
色
）、
押
掘
（
青
色
囲
み
）、
砂
置
（
灰
色
）、
石
砂
置
（
濃
灰
色
）、

水
押
（
水
色
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
よ
り
詳
細
な
被
害
状
況
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
両
村
と
も
に
洪
水
の
前
後
の
土
地
利
用
を
、
被
せ
絵
図
の
手
法
を
用
い
て

表
現
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
（
写
真
11
）。
被
災
後
の
状
況
を
描
い
た
上
の

紙
を
め
く
る
と
、
洪
水
以
前
の
状
況
が
下
に
描
か
れ
て
お
り
、
水
損
の
土
地
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
即
座
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
基
本
的
な
絵
図
の
記
載
形
式
は
他
村
の
地
引
絵
図
全
図
と
同
一
で
あ
り
、
全
図
を
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元
に
し
て
作
成
さ
れ
た
主
題
図
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
明
治
八
年
の
水
害
以
前

の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
両
村
の
地
引
絵
図
全
図
が
同
年
九
月
以
前
に
完

成
し
て
い
た
こ
と
を
同
時
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
2
）墓
所
絵
図

　
墓
所
絵
図
と
は
、
村
内
に
存
在
す
る
墓
地
の
所
在
地
を
絵
図
に
表
し
た
も
の
で
あ

る
（
（（
（

。
地
租
改
正
事
業
で
は
、
土
地
に
対
し
て
税
を
課
す
と
い
う
性
格
か
ら
有
税
地
と

無
税
地
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
墓
地
や
境
内
地
に
つ
い
て
も

そ
の
性
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
般
的
に
村
落
の
共
同
墓
地
は
、
多

く
の
場
合
無
税
地
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
な
か
に
は
個
人
の
墓
地
な
ど
有
税
地

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
有
税
地
と
さ
れ
る
墓
地
に
対

す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
各
府
県
か
ら
大
蔵
省
租
税
寮
に
伺
い
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

租
税
寮
か
ら
は
免
租
の
必
要
が
あ
る
共
有
墓
地
に
つ
い
て
は
実
地
調
査
を
行
い
、
絵

図
を
添
え
て
再
度
伺
い
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
墓
所
絵
図
と
は
無
税
地
に
対
す
る
調
査
の

一
環
と
し
て
作
成
さ
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
地
租

改
正
事
業
に
伴
い
作
成
さ
れ
た
絵
図
類

と
し
て
こ
の
よ
う
な
墓
所
絵
図
が
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
事
業

の
過
程
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料

と
い
え
る
。

　

　
山
形
県
の
墓
所
絵
図
は
、
村
名
の
判

明
す
る
も
の
で
二
五
点
が
確
認
で
き
る

が
、
そ
れ
ら
は
全
て
第
四
大
区
四
小
区

の
村
に
該
当
す
る
。
絵
図
の
記
載
内
容

を
み
る
と
簡
略
に
描
い
た
も
の
が
多
く
、

寸
法
も
五
〇
～
一
〇
〇
㎝
程
度
で
、
地
引
絵
図
と
比
較
す
れ
ば
全
体
と
し
て
小
振
り

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
墓
所
絵
図
は
改
租
事
業
で
も
初
期
の
段
階
に
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
作
成
年
が
判
明
す
る
絵
図
の
す
べ
て
に
、
明
治
六
年
一
二
月
の

年
紀
が
み
ら
れ
る
。ま
た
、
添
書
を
貼
紙
に
し
て
、「
右
墓
所
地
取
調
奉
差
上
候
以
上
」

と
記
載
し
、
署
名
押
印
と
年
紀
を
添
え
る
も
の
も
み
ら
れ
る
（
写
真
12
）。

　
絵
図
の
記
載
形
式
は
、
一
枚
仕
立
て
で
村
の
全
図
を
描
き
、
墓
地
の
所
在
地
を
朱

色
な
ど
で
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
載
内
容
に
は
、
山
、
林
、
屋
敷
、
道
、
墓
所

が
あ
り
、
凡
例
の
あ
る
絵
図
に
は
、
道
、
川
、
墓
所
の
三
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、

絵
図
の
主
題
が
明
確
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
の
描
き
方
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
る
が
、
墓
所
地

の
表
現
の
仕
方
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
方
は
長
方
形
に
朱
塗
り
を
し
た
も
の
と
、
他
方
は
不
整
形
に
朱
塗
り
を
し

た
も
の
と
で
あ
る
。
こ
の
二
大
別
は
、
墓
所
地
の
表
現
方
法
以
外
に
も
、
山
稜
線
の

描
き
方
や
屋
敷
地
の
表
現
な
ど
に
お
い
て
共
通
し
た
性
格
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
は
調
整
主
体
及
び
雛
形
が
同
一
か
、
あ
る
い
は
相
互
に
影
響
を
与
え
た
結
果
、
同

様
の
絵
図
に
仕
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
し
た
絵
図
の
タ
イ
プ

を
持
つ
村
は
、
近
接
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
後
に
町
村
合
併
に
よ
り
成
立
す
る
本

道
村
、
大
井
沢
村
、
川
土
居
村
な
ど
で
は
、
村
を
構
成
し
て
い
る
旧
村
同
士
で
の
類

似
が
指
摘
で
き
る
。

（
3
）境
内
地
及
び
元
朱
印
地
の
絵
図

　
墓
所
絵
図
と
同
様
に
、
寺
社
境
内
や
元
朱
印
地
に
つ
い
て
も
課
税
や
上
知
の
判
断

の
た
め
に
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
。
明
治
四
年
の
太
政
官
布
告
は
寺
社
に
対
し
、「
現

在
ノ
境
内
ヲ
除
ク
外
一
般
上
知
」
と
し
て
い
て
、
境
内
地
以
外
の
寺
社
領
の
多
く
を

上
知
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
（（
（

。
こ
う
し
た
な
か
で
、
租
税
寮
か
ら
県

に
対
し
て
境
内
地
の
調
査
と
絵
図
の
提
出
を
指
示
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る

（
（（
（

。

　
本
資
料
群
中
に
も
、
平
塩
村
熊
野
神
社
の
元
朱
印
地
を
描
い
た
絵
図
や
大
井
沢
村
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大
日
寺
の
境
内
図
な
ど
、
そ
う
し
た
寺
社
領
の
広
い
意
味
で
の
調
査
絵
図
に
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る

（
（（
（

。

　
前
者
は
、「
西
村
山
郡
平
塩
村
絵
図
」
と
外
題
に
記
載
が
あ
る
も
の
で
、
内
題
に

は
「
平
塩
村

　
熊
野
神
社
元
朱
印
地

　
九
枚
之
内
○
番

　
平
塩
村
」
と
あ
り
、
絵
図

の
主
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
筆
記
載
の
内
容
は
、
地
番
、
地
目
、
字
名
、
反

高
、
地
主
名
で
あ
り
、
地
引
絵
図
よ
り
詳
細
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ

た
一
筆
の
隣
接
地
に
は
、「
元
朱
印
地
外
」
と
記
さ
れ
、
地
目
と
地
主
名
だ
け
が
併

記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
絵
図
に
凡
例
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
道
（
朱
線
）
と
水
路
（
青
線
）
田
（
黄

色
）、
畑
（
薄
朱
色
）
カ
ヤ
野
（
薄
茶
色
）
と
い
っ
た
土
地
利
用
が
彩
色
に
よ
っ
て

も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
方
位
表
現
は
四
辺
に
東
西
南
北
を
記
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　
一
方
、
後
者
の
境
内
図
は
、「
第
四
大
区
小
四
区
大
井
澤
村
大
日
（
寺
カ
）
現
除

地
壱
間
ヲ
五
厘
ニ
縮
図
」
と
し
た
内
題
が
貼
紙
さ
れ
て
お
り
、
上
知
の
対
象
で
は
な

い
境
内
地
を
一
／
一
二
〇
〇
の
縮
尺
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
の
主
題
は
境
内

内
部
の
土
地
利
用
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
り
、
凡
例
に
は
墓
、
舎
、
畑
、
道
、
庭
の

別
が
あ
る
。
こ
の
他
に
文
字
注
記
や
方
位
表
現
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。
広
域
な
境
内

地
は
上
知
の
対
象
地
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
絵
図
も
そ
う
し
た
判
断
を
下
す

た
め
の
調
査
絵
図
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）一
筆
図
類

　
土
地
の
一
筆
及
び
数
筆
の
み
を
描
い
た
絵
図
も
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
く
は
断
簡
の
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
字
名
の
記
載
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ど
の
村

の
絵
図
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
般
的
に
一
筆
図
は
野
帳
と
呼
ば
れ
る
冊
子
形

態
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
本
資
料
群
の
も
の
は
数
枚
を
紙
縒
り
で
綴
じ
て

い
る
も
の
を
除
け
ば
、
殆
ど
が
一
枚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
記
載
内
容
も
絵
図
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
字
名
、
地
筆
界
、
地
番
、
反
別
、
地
主
名
な
ど
が
記
さ
れ

る
も
の
が
多
い
。
中
に
は
字
図
の
一
部
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

廻
り
分
間
に
よ
り
土
地
の
形
状
を
求
め
た
際
の
測
点
間
の
距
離
が
記
さ
れ
た
絵
図
も

み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
は
調
査
の
た
め
の
作
業
図
と
し
て
の
性
格
が
強

い
も
の
と
い
え
、
単
な
る
作
業
メ
モ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
な
か
に
は
「
明
治
七
年
戌
四
月
二
十
六
日
調
」
と
調
査
日
を
記
載
す
る
も

の
も
あ
り
、
絵
図
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な

る
。

　
ま
た
、
藤
田
村
の
「
字
下
新
田
御
官
山
絵
図
」
の
よ
う
に
、
一
筆
図
と
は
全
く
性

質
の
異
な
る
絵
図
も
存
在
す
る
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
絵
図
は
官
林
の

地
筆
を
一
筆
と
し
て
描
い
た
も
の
で
、
青
色
の
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
磁
針
形
の

方
位
表
現
を
持
つ
上
、
戸
長
の
署
名
押
印
が
な
さ
れ
て
い
て
、
提
出
図
と
し
て
の
体

裁
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
絵
図
類
は
単
独
で
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
当
該
地
域
の
地
租
改
正

事
業
の
経
過
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
個
別
に
検
討
を
加
え
て
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

❷
愛
知
県
の
地
籍
図

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
愛
知
県
の
地
籍
図
は
、
旧
知
多
郡
域
の
み
に
限
定
さ

れ
る
も
の
の
、
全
体
の
総
数
七
九
点
、
約
八
〇
ヶ
村
分
に
及
び
、
知
多
郡
に
お
け
る

大
半
の
村
の
地
籍
図
を
集
め
た
纏
ま
っ
た
資
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
を
作
成
年
代
別
に

み
る
と
、
地
租
改
正
事
業
の
地
押
丈
量
が
行
わ
れ
た
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
年

紀
を
持
つ
絵
図
が
三
五
点
、
そ
の
後
加
筆
修
正
さ
れ
た
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

以
降
の
年
紀
を
持
つ
絵
図
が
四
四
点
存
在
す
る
。
両
者
と
も
地
租
改
正
に
伴
う
絵
図

で
あ
り
、
明
治
一
四
年
以
降
の
も
の
は
、
そ
の
後
の
町
村
分
離
に
伴
っ
て
編
製
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
作
成
年
代
は
奥
書
の
年
代
に
従
っ
て
い
る
が
、
地
租
改
正
絵
図
に

修
正
を
加
え
、
奥
書
を
変
更
し
た
も
の
で
、
絵
図
自
体
は
明
治
九
年
の
も
の
を
基
本

と
し
て
い
る
。

　
愛
知
県
で
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
地
租
改
正
法
公
布
を
う
け
て
、
翌
年
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一
一
月
「
地
租
改
正
ニ
付
心
得
書

（
（（
（

」
を
布
達
し
て
事
業
の
手
順
や
方
法
な
ど
を
示
し
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
一
二
月
に
内
務

省
に
よ
る
地
籍
編
製
事
業
の
実
施
が
通
達
さ
れ
た
た
め
、
翌
月
に
愛
知
県
は
地
籍
編

製
の
雛
形
を
布
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
地
租
改
正
と
地
籍
編
製
と
い
う
二
つ
の
事

業
が
同
時
並
行
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
煩
に
た
え
な
い
と
の
理
由
か
ら
後

者
の
事
業
は
明
治
八
年
を
以
て
一
時
中
断
さ
れ
て
い
る
。

　
政
府
と
し
て
は
収
税
の
た
め
の
基
本
情
報
を
一
刻
も
早
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
民
衆
の
抵
抗
な
ど
も
あ
り
肝
心
の
地
租
改
正
事
業
は
一
向
に
進
展
せ
ず
、
各

村
の
地
押
丈
量
及
び
絵
図
作
成
の
作
業
は
滞
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
同
年
一
〇

月
に
県
令
鷲
尾
隆
聚
及
び
事
業
関
係
者
の
処
分
を
断
行
し
、
一
二
月
に
新
県
令
安
場

保
和
を
任
命
し
事
業
の
推
進
に
あ
た
ら
せ
た
。
愛
知
県
は
明
治
九
年
三
月
に
「
量
地

心
得
書

（
（（
（

」
を
布
達
し
、
地
押
丈
量
の
方
法
な
ど
を
改
め
て
各
村
へ
指
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
新
体
制
の
元
で
強
行
に
事
業
は
推
し
進
め
ら
れ
、
明
治
九
年
に
は
地
押
丈

量
が
完
了
し
、
六
～
八
月
の
日
付
で
各
村
か
ら
絵
図
の
提
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
地
租
改
正
の
事
業
自
体
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
完
了
し
た
が
、
愛
知
県

で
は
地
位
等
級
な
ど
の
改
租
結
果
の
不
均
等
を
め
ぐ
る
農
民
の
抵
抗
が
激
し
か
っ
た
。

知
多
郡
は
面
積
と
地
租
の
増
加
率
が
旧
尾
張
国
内
で
最
大
で
あ
り
、
生
産
力
の
低
い

地
域
ほ
ど
増
加
率
は
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　
ま
た
地
租
改
正
に
伴
い
、
周
辺
村
と
の
合
併
も
盛
ん
に
行
わ

れ
た
が
、
や
は
り
広
域
行
政
に
対
す
る
不
都
合
が
生
じ
、
明
治

一
四
年
頃
か
ら
合
併
村
の
分
村
願
い
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
絵
図
の
修
正
が
求
め
ら
れ
、
対
象
と
な
る
町
村
で

は
明
治
一
四
～
一
七
年
に
か
け
て
修
正
し
た
地
租
改
正
絵
図
の

再
提
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

地
籍
図
の
形
式

　
愛
知
県
で
は
地
租
改
正
事
業
に
あ
た
り
、
一
筆
図
、
字
図
、
全
図
（
一
村
図
）
の

三
種
類
の
地
図
が
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が

（
（（
（

、
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
愛
知
県
の
地
籍
図
は
字
図
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
図
は
、
縦
書
き

に
題
書
さ
れ
た
表
紙
を
持
つ
横
帳
綴
り
の
地
図
帳
で
、
千
葉
県
な
ど
多
く
の
県
で
採

用
さ
れ
て
い
る
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
地
租
改
正
事
業
に
先
駆
け
て
千
葉
県
で
は
、

改
租
事
業
の
趣
旨
や
作
業
方
法
、
作
成
す
る
絵
図
の
雛
形
な
ど
を
、「
地
租
改
正
ニ

付
人
民
心
得
書
」
と
し
て
布
達
し
て
お
り

（
（（
（

、
各
県
で
も
こ
れ
を
手
本
と
し
て
い
る
場

合
が
多
い
と
い
う

（
（（
（

。
愛
知
県
も
ま
た
こ
れ
を
基
本
と
し
て「
地
租
改
正
ニ
付
心
得
書
」

を
作
成
し
て
お
り
、
提
出
さ
れ
た
絵
図
が
千
葉
県
の
も
の
と
同
じ
形
式
を
採
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
字
図
一
紙
の
寸
法
も
四
〇
×
三
〇
㎝
程
度
と
統
一
さ
れ
て
い
る
。

題
書

　
字
図
に
は
厚
手
の
表
紙
に
記
さ
れ
た
外
題
（
写
真
13
）
と
、
そ
の
後
ろ
に
挿
入
さ

れ
て
い
る
内
題
（
写
真
14
）
と
が
あ
る
。
外
題
は
全
て
「
地
租
改
正
地
引
図
」
と
題

書
さ
れ
、「
明
治
九
年
」
の
年
紀
や
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
名
を
併
記
す
る
が
、
こ
れ
ら

町
村
名
は
大
字
名
や
合
併
後
の
町
村
名
で
あ
り
、
こ
の
外
題
が
地
租
改
正
時
に
書
か

れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
字
図
の
表
紙
は
、
大
字
が
誕
生
し
た
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明
治
二
一
年
以
降
に
管
理
主
体
が
統
一
し
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
絵
図
の
表
紙
に
は
、
朱
書
き
で
「
八
十
一
冊
ノ
内
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
段
階
で
は
全
体
で
八
一
冊
の
字
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
朱

書
き
で
「
半
図
書
第
五
号
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
知
多
郡
役
所
の
置
か
れ
た
半
田
の

図
書
館
で
一
時
期
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
府
県
庁
→
郡
役
所
→
半

田
図
書
館
→
税
務
署
と
い
う
移
管
経
緯
が
、
表
紙
の
記
載
内
容
や
絵
図
の
奥
書
か
ら

想
定
さ
れ
る
。
表
紙
と
外
題
は
統
一
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
表
紙
の
次

頁
に
載
せ
ら
れ
た
内
題
は
、「
字
一
筆
限
地
図
帳
」、「
字
一
筆
限
字
分
絵
図
」、「
一

筆
限
字
画
図
」、「
地
引
絵
図
面
」、「
地
図
帳
」「
絵
図
面
」
な
ど
各
村
に
よ
っ
て
異

な
る
名
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い

（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
村
名
に
は

大
区
小
区
名
を
併
記
し
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
内
題
の
多
く
は
、

改
租
事
業
段
階
に
各
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
当
時
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

字
図
の
表
現
形
式

　
字
図
は
、
一
字
に
用
紙
一
枚
を
あ
て
て
い
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
写
真
15
）。

但
し
複
数
枚
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
内
側
に
折
り
込
ん
だ
り
（
口
絵
写
真
1–

④
）、

合
標
を
用
い
た
り
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
字
図
に
は
字
番
号
と
字
名
が
記

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
絵
図
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
特
に
字

番
号
は
、
全
図
や
台
帳
を
対
照
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
朱
字
で
記
し
た
も
の
も
み

ら
れ
る
（
口
絵
写
真
1–

④
）。

　
土
地
利
用
表
記
な
ど
は
絵
画
的
表
現
を
用
い
ず
、
彩
色
に
よ
っ
て
そ
の
違
い
を
区

別
し
て
い
る
。
最
も
一
般
的
な
も
の
は
、
道
・
寺
社
（
朱
色
）、
水
系
（
青
色
）
で

あ
り
、
他
に
山
、
林
（
緑
色
）
や
地
筆
界
の
畦
畔
な
ど
（
灰
色
）
が
あ
る
。
凡
例
が

記
載
さ
れ
た
も
の
は
ご
く
稀
だ
が
、
大
高
村
字
川
添
で
は
田
（
白
色
）、
畑
（
黄
色
）、

道
（
朱
色
）、
用
水
（
水
色
）、
宅
地
（
ピ
ン
ク
色
）
の
五
項
目
が
凡
例
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
地
番
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
新
旧
の
別
を
凡
例
に
示
し

た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、
明
治
九
年
の
絵
図
を
修
正
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。

方
位
表
現

　
方
位
表
現
に
つ
い
て
は
、「
地
租
改
正
ニ
付
心
得
書
」
の
絵
図
雛
形
に
示
さ
れ
て

い
る
「
東
」
の
一
字
で
方
角
を
表
す
方
式
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
統

一
は
さ
れ
て
は
い
な
い
。
他
に
も
「
南
」
や
「
北
」
と
い
っ
た
文
字
表
記
や
、
○
の

中
に
十
字
方
向
で
東
西
南
北
を
記
し
た
も
の
、
及
び
そ
れ
に
十
字
方
位
や
磁
針
を
加

え
た
も
の
、
T
字
形
や
十
字
形
に
方
位
を
記
し
た
も
の
、
絵
図
全
体
の
中
央
に
十
字

方
位
を
記
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
い
ま
だ
近
世
絵
図
の
様
相
を
色
濃
く
残
し
て
い

る
。
絵
図
の
天
地
に
つ
い
て
も
、
地
図
帳
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
字
方
向
は
縦
書

き
に
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
図
の
向
き
と
し
て
は
地
形
に
応
じ
て
様
々
で
あ

り
、
こ
れ
も
ま
た
統
一
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

合
計
反
別
記
載

　
字
毎
の
合
計
反
別
及
び
地
目
別
反
別
を
、
絵
図
に
貼
り
紙
し
て
い
る
も
の
が
い
く
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つ
か
み
ら
れ
る
（
写
真
16
）。
ま
た
、
奥
書
の
手
前
に
も
村
全
体
の
反
別
合
計
（
官

民
の
区
分
を
含
む
）
を
記
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
来
ど
の
図
に
も

付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
は
長
い
歳
月
の
な
か
で
剥
が
れ
た
り
、
不
要

に
な
っ
て
外
さ
れ
た
り
し
て
結
果
的
に
残
っ
た
も
の
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
筆
内
の
記
載

　
一
筆
地
所
区
画
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
も
の
と
し
て
地
番
と
地
目
が

あ
げ
ら
れ
る
（
写
真
17
）。
地
番
は
台
帳
と
対
照
す
る
上
で
最
も
重
要
な
記
載
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
記
載
は
朱
字
で
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、
同
一
地
番
の
区
画

が
接
続
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、「
壱
イ
」、「
壱
ロ
」
な
ど
の
記
号
を
用
い
て
同
一

地
番
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
官
有
地
な
ど
の
無
租
地
に
つ
い
て
も
地
番
が
ふ
ら

れ
て
い
る
点
は
、
愛
知
県
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
県
内
に
点
在
す

る
旧
尾
張
藩
の
直
営
林
な
ど
の
官
有
林
を
、
い
ず
れ
民
間
へ
払
い
下
げ
ら
れ
る
事
を

見
越
し
て
の
対
応
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
或
い
は
地
籍
編
纂
事
業
と
の
関
係
も

想
定
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
愛
知
県
の
地
租
改
正
絵
図
で
は
道
路
や
畦
畔
な
ど

を
除
く
全
て
の
区
画
に
対
し
、
字
毎
の
地
番
が
振
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。
そ
の
後
地
番
の
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
朱
字
の
地
番
の
脇
に
、
墨
字
で
新
地
番
を
併
記
す
る
も
の

も
多
い
。

　
地
番
を
伴
う
一
筆
の
区
画
は
墨
線
で
境
界
が
示
さ
れ
る
が
、「
一
筆
」
内
の
耕
地

界
で
あ
る
「
一
地
」
の
境
界
に
は
、
一
般
的
に
黄
色
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
線

が
引
か
れ
な
い
場
合
で
も
田
畑
の
枚
数
だ
け
は
記
載
さ
れ
て
お
り
、
台
帳
と
の
対
応

が
一
筆
を
単
位
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
地
目
も
ま
た
一
筆
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。

た
と
え
ば
田
・
畑
・
荒
田
・
荒
畑
・
砂
塚
・
山
・
宅
地
・
藪
・
草
生
・
堤
敷
・
墓

地
・
寺
社
名
な
ど
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
特
に
頻
繁
に
記
入
が
さ
れ
る
田
や
畑
に
つ

い
て
は
文
字
印
を
使
用
し
て
い
る
村
も
あ
る
。（
写
真
18
）
ま
た
、
一
筆
内
で
地
目

が
異
な
る
場
合
に
は
、
一
筆
を
黄
色
線
で
区
画
し
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
地
目
を
記
す
場

合
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
筆
内
の
記
載
は
、
地
番
と
地
目
が
中
心
で
あ
り
、
人
名
や
反
別
、

絵
画
的
な
景
観
表
現
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
地
位
等
級
の
記
載
が
み
ら
れ

な
い
点
は
、
他
県
の
例
と
異
な
っ
て
お
り
、

租
税
情
報
が
台
帳
に
集
約
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。

全
図
に
つ
い
て

　
吉
田
村
の
字
図
に
は
、
同
村
の
も
の
の
他

に
も
森
岡
村
の
字
図
と
全
図
（
写
真
19
）
と

が
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
森
岡
村
の
絵

図
は
リ
ス
ト
に
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め

注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
全
図
は

森
岡
村
以
外
で
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
た
め

貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
合
冊
の
過
程
で
偶
然
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残
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
森
岡
村
の
全
図
は
、
字
図
と
ほ
ぼ
同
じ
寸
法
（
四
〇
×
三
〇
程
度
）
で
、「
第
七

区
森
岡
村
一
村
全
図
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
字
界
、
字
番

号
（
（（
（

、
字
名
を
主
題
と
し
て
お
り
、
字
図
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
字
図
と
同
様
に
道
、
水
系
、
山
林
に
彩
色
が
あ
り
、
方
位
表
現
は

四
辺
内
向
き
に
東
西
南
北
の
文
字
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
地
籍
編
纂
事
業
に
伴
う
地
籍
地
図
の
全
図
と
比
べ
る
と
、
単
な
る
字
の
位
置
を
示

し
た
略
図
と
し
て
の
印
象
を
受
け
る
。「
量
地
心
得
書
」
で
は
、「
一
村
字
寄
略・

図
」

と
「
字
限
精・

図
」
の
2
種
類
の
絵
図
の
作
成
が
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
森
岡
村

の
全
図
が
「
一
村
字
寄
略
図
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
の
愛
知
県
が
、
全
図
に
地
租
改
正
絵
図
で
は
な
く
地
籍
地
図
を
用
い
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
愛
知
県
の
地
租
改
正
絵
図
は
実
際
に
は
全
図
よ
り
も
む
し
ろ
字
図

を
重
視
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

（
（（
（

。
現
存
す
る
他
の
全
図
と
の
比
較

を
踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
が
待
た
れ
る
。

奥
書

　
帳
綴
り
に
さ
れ
た
字
図
の
末
尾
に
は

奥
書
が
記
さ
れ
て
お
り
（
写
真
20
）、

絵
図
の
作
成
目
的
や
提
出
先
、
年
紀
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
奥
書
に
は

以
下
に
あ
げ
る
A
～
D
の
四
つ
の
タ
イ

プ
が
み
ら
れ
る
。

A 
「
右
者
地
租
改
正
ニ
付
当
村
地
所
民

有
之
分
ハ
其
地
主
一
同
承
認
、
官
有

之
分
ハ
村
方
役
前
承
認
之
上
実
地
丈

量
仕
候
處
書
面
之
通
相
違
無
之
候

也
」

B 
「
右
ハ
今
般
税
法
御
改
正
ニ
付
私
共
村
方
銘
々
持
地
現
歩
取
調
可
申
上
旨
御
達
ニ

付
私
共
並
持
主
立
会
一
筆
限
リ
実
地
ノ
形
状
間
数
等
取
調
候
処
書
面
之
通
聊
相
違

無
御
座
候
右
之
外
漏
地
隠
歩
等
一
切
無
御
座
候
以
上
」

C 
「
右
ハ
今
般
分
村
御
許
可
ニ
付
私
共
村
方
銘
々
持
地
現
歩
取
調
可
申
上
旨
御
達
ニ

付
私
共
並
持
主
立
会
一
筆
限
実
地
之
形
状
間
数
等
取
調
候
処
書
面
之
通
聊
相
違
無

御
座
候
右
之
外
漏
地
隠
歩
等
一
切
無
御
座
候
以
上
」

D 
「
右
者
明
治
九
年
地
租
改
正
ニ
付
旧
三
芳
村
地
所
民
有
地
ノ
分
ハ
其
地
主
一
同
承

認
官
有
地
ノ
分
ハ
村
役
前
承
認
之
上
実
地
丈
量
仕
該
時
地
主
総
代
副
戸
長
連
署
ノ

上
上
申
有
之
候
所
今
般
当
村
及
富
貴
村
ト
分
離
致
シ
候
ニ
付
当
村
之
分
書
面
ノ
通

リ
相
違
無
之
候
也
」

　
A
の
タ
イ
プ
は
明
治
九
年
の
提
出
時
に
お
け
る
奥
書
に
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は

同
年
に
出
さ
れ
た
「
量
地
心
得
書
」
掲
載
の
奥
書
（
地
引
帳
雛
形
）
と
同
一
の
も
の

で
あ
り
、
民
有
地
と
官
有
地
の
区
別
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
B
～
D
の
タ
イ
プ
は
、
地
租
改
正
時
の
町
村
合
併
を
経
て
、
再
び
分
離
村
と
し
て

村
域
が
独
立
し
て
い
く
時
期
の
も
の
に
多
く
み
ら
れ
、
殆
ど
が
分
離
に
伴
う
字
図
改

訂
の
際
に
添
え
ら
れ
た
奥
書
で
あ
る
。
宛
所
も
県
令
か
ら
知
多
郡
長
心
得
知
多
郡
書

記
や
知
多
郡
長
の
人
名
に
変
わ
る
。
B
は
、
明
治
七
年
の
愛
知
県
や
同
六
年
の
千
葉

県
の
「
地
租
改
正
ニ
付
人
民
心
得
書
」
に
み
ら
れ
る
奥
書
と
同
文
で
あ
り
、
当
初
の

奥
書
と
考
え
ら
れ
る
。
B
の
タ
イ
プ
は
主
に
明
治
一
四
年
～
一
五
年
の
字
図
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
村
で
は
明
治
九
年
段
階
で
も
B
の
タ
イ
プ
を
採
用
し
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
大
高
村
の
場
合
は
B
の
タ
イ
プ
を
採
用
し
な
が
ら
明

治
九
年
の
年
紀
を
持
つ
数
少
な
い
例
で
あ
る
。

　
明
治
一
四
年
～
一
五
年
の
年
紀
を
持
つ
奥
書
に
は
A
～
C
の
タ
イ
プ
が
見
ら
れ
る

の
に
対
し
て
、
一
六
年
～
一
七
年
で
は
、
殆
ど
の
奥
書
が
C
の
タ
イ
プ
を
採
用
し
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
B
の
も
の
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
分
離
村
の
経
緯
と
時
期
が

は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
榎
戸
村
の
字
図
に
は
年
代
の
異
な

る
A
と
C
の
両
者
の
奥
書
が
残
っ
て
い
る
。
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D
の
タ
イ
プ
に
は
、
明
治
一
七
年
一
二
月
の
年
紀
を
持
つ
二
点
が
存
在
す
る
。
宛

所
に
は
新
た
に
交
替
し
た
新
県
令
国
貞
廉
平
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
の
内

容
は
、
A
の
も
の
を
踏
襲
し
つ
つ
C
と
同
じ
よ
う
に
分
離
村
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　
以
上
に
あ
げ
た
奥
書
の
外
に
、
字
図
や
反
別
合
計
な
ど
に
つ
い
て
承
認
し
た
添
書

が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
野
間
村
で
は
、
奥
書
に
連
署
し
た
地
主
総
代

に
対
し
、
戸
長
が
別
に
添
書
で
署
名
・
捺
印
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
奥
田
村
や
広

目
村
で
は
、
字
図
の
余
白
部
分
に
戸
長
や
副
戸
長
、
用
掛
な
ど
に
よ
る
署
名
・
捺
印

が
年
紀
と
共
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
は
ご
く
少
数
の
様
で

あ
る
。

地
籍
図
の
利
用

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
愛
知
県
の
地
籍
図
は
、
旧
知
多
郡
域
に
限
ら
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
知
多
半
島
と
い
う
地
理
的
単
元
に
対
応
し
た
ま
と
ま
っ
た
資
料
群
を

構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
愛
知
県
の
地
租
改
正
事
業
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資

料
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
歴
史
地
理
学
を
は
じ
め
、
文
献
史
学
や
考

古
学
、
民
俗
学
な
ど
に
よ
る
景
観
復
原
の
た
め
の
道
具
と
し
て
も
大
い
に
そ
の
役
割

が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
愛
知
県
に
お
け
る
地
籍
図
の
利
用
に
は
、
地
籍
編
製
事
業
に
伴
う
地
籍

地
図
が
従
来
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
租
改
正
に
伴
う
絵
図
は
、
明
治
九
年

に
地
籍
地
図
の
作
成
に
先
行
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
地
籍
地
図
の

基
礎
デ
ー
タ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
九
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
と

さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
も
、
基
本
の
絵
図
は
明
治
九
年
の
も
の
を
使
用
し
、
そ
れ
に

一
部
の
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
り

（
（（
（

、
全
体
と
し
て
は
明
治
九
年
作
成
の
絵
図
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
九
年
と
い
う
一
律
の
時
間
設
定
の
も
と
で
土
地
情

報
の
比
較
が
行
え
る
点
も
こ
の
資
料
群
の
魅
力
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
地
籍
図
は
、
知
多
半
島
の
歴
史
的
な
景
観
を
復
原
す
る
た
め
に
も

有
効
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
高
村
や
大

草
村
の
中
世
城
館
（
写
真
15
）、
桶
狭

間
村
の
古
戦
場
跡
、
篠
島
（
写
真
21
）

及
び
周
辺
諸
島
の
土
地
利
用
、
知
多
湾

沿
岸
の
新
田
や
島
畑
の
様
子
、
愛
知
用

水
成
立
以
前
の
溜
池
や
用
水
系
統
な
ど
、

様
々
な
歴
史
的
関
心
が
惹
起
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
地
籍
図
の
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
絵
図
の
資
料
批
判
や
修
正
箇
所

に
関
す
る
十
分
な
検
討
が
必
要
に
な
る

が
、
こ
の
資
料
群
の
資
料
的
価
値
は
極

め
て
高
く
、
今
後
様
々
な
方
面
か
ら
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

❸
奈
良
県
の
地
籍
図

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、
大
阪
国
税
局
か
ら
昭
和
五
二
年
に
移
管
さ
れ
た
、
旧

堺
県
の
う
ち
現
奈
良
県
の
明
治
前
期
地
籍
図
一
〇
四
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
訳
は
旧
平
群
・
山
辺
・
添
上
・
添
下
郡
の
村
々
を
対
象
と
し
た
地
租
改
正
地
引
絵

図
が
九
九
点
、
式
上
郡
下
永
村
の
野
取
図
な
ど
二
点
お
よ
び
添
下
郡
の
村
を
記
載
し

た
分
裂
地
図
（
略
図
）
が
三
点
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
六
年
七
月
二
八
日
公
布
の
地

租
改
正
法
施
行
に
も
と
づ
く
絵
図
で
あ
り
、
後
二
者
は
地
租
改
正
作
業
後
の
誤
謬
地

調
査
の
結
果
を
示
し
た
図
や
分
筆
地
を
示
し
た
図
で
あ
る
。

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
奈
良
県
地
籍
図
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
木

理
史

（
（（
（

や
土
平
博

（
（（
（

に
よ
る
報
告
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
に
依

拠
し
つ
つ
、
奈
良
県
地
籍
図
の
大
半
を
占
め
る
地
租
改
正
地
引
絵
図
に
つ
い
て
の
原

本
調
査
に
も
と
づ
い
た
所
見
を
示
す
こ
と
に
し
た
い

（
（（
（

。
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地
籍
図
の
形
式

　
年
紀
は
明
治
一
二
年
～
一
三
年
が
中
心
で
あ
る
。
早
い
も
の
は
明
治
一
一
年
一
月

の
平
群
郡
馬
司
村
の
絵
図
で
あ
り
、
遅
い
も
の
は
明
治
一
四
年
七
月
の
平
群
郡
勢
野

村
の
絵
図
で
あ
る
。『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
の
地
租
改
正
は
、

明
治
七
年
三
月
に
着
手
さ
れ
、
同
一
二
年
一
一
月
に
終
了
し
て
い
こ
と
が
わ
か
る

（
（（
（

。

年
紀
と
地
租
改
正
作
業
期
間
の
ズ
レ
に
つ
い
て
は
、
村
毎
の
地
租
改
正
作
業
進
捗
状

況
に
違
い
が
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

　『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
に
は
「
地
圖
ハ
毎
村
一
村
限
圖
ヲ
製
シ
毎
筆
ノ
地
形
ヲ

摸
冩
シ
其
地
目
番
號
反
別
ヲ
詳
記
セ
シ
メ
リ
」
と
あ
り
、
奈
良
県
域
で
は
一
村
図
が

作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（（
（

。
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
地
租
改
正
地
引
絵

図
も
す
べ
て
一
村
図
の
形
態
で
あ
る
。

題
書

　
内
題
は
「
地
租
改
正
地
引
絵
図
」
ま
た
は
「
地
租
改
正
地
引
絵
図
面
」
で
あ
り
、

そ
の
後
に
村
名
さ
ら
に
は
村
名
に
「
地
引
絵
図
」「
全
図
」
を
記
載
し
て
い
る
絵
図

が
基
本
で
あ
る
。
村
名
の
記
載
形
式
に
は
「
堺
県
管
轄
大
和
国
○
○
郡
○
○
村
」「
堺

県
管
轄
大
和
国
○
大
区
○
小
区
○
○
郡
○
○
村
」「
大
和
国
○
大
区
○
小
区
○
○
郡

○
○
村
」
が
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
ほ
か
、「
三
千
分
一
縮
尺
全
図
」
や
「
二
千
分
一
縮
尺
全
図
」

と
い
っ
た
絵
図
の
縮
尺
を
記
載
す
る
内
題
が
あ
る
。
ま
た
、
山
辺
郡
苣
原
村
の
よ
う

に
「
田
畑
社
地
宅
地
寺
地
藪
地
岸
池
川
山
試
作
荒
地
道
路
墓
地
絵
図
」
と
い
っ
た
記

載
地
目
を
列
記
す
る
も
の
も
あ
る
。

　
外
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
絵
図
は
数
点
の
み
に
限
ら
れ
る
。
表
紙
付
で
「
大
和
国

添
上
郡
西
九
条
村
実
測
地
引
全
図
」
と
記
載
す
る
添
上
郡
西
九
条
村
の
絵
図
、「
地

租
改
正
地
引
絵
図

　
大
和
国
添
上
郡
虚
空
蔵
村
」
と
記
載
す
る
添
上
郡
虚
空
蔵
村
の

絵
図
、
貼
紙
に
「
添
下
郡
石
木
村
地
図
」
と
記
載
す
る
添
下
郡
石
木
村
の
絵
図
な
ど

で
あ
る
。そ
の
ほ
か
の
絵
図
に
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
貼
紙
で「
○

○
郡
○
○
村
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
い
く
つ
か
の
絵
図
に
は
包
袋
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
袋
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
袋

題
は
①
「
改
正
地
引
図
（
あ
る
い
は
絵
図
面
、
絵
図
、
図
面
）　
大
和
国
○
大
区
○

小
区
○
○
郡
○
○
村
」
が
四
点
、
②
「
大
和
国
○
大
区
○
小
区
○
○
郡
○
○
村

　
地

引
絵
図
面
全
」
が
一
点
で
あ
り
、
残
り
が
③
「
○
○
郡
○
○
村
（
あ
る
い
は
町
）
地

図
」
で
あ
る
。

　
①
②
を
記
載
し
た
包
袋
や
袋
題
は
、
大
区
小
区
制
下
の
表
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
絵

図
作
成
当
初
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
平
群
郡
鳴

川
村
の
袋
に
は
、
通
常
、
絵
図
の
裏
側
に
記
載
さ
れ
る
地
租
改
正
作
業
結
果
を
確
認

し
た
役
人
に
よ
る
付
箋
が
あ
る
。

　
③
に
記
載
さ
れ
た
「
東
山
村
」「
東
里
村
」「
狭
川
村
」
な
ど
の
村
名
は
、
明
治
二

二
年
四
月
の
町
村
制
発
布
後
の
村
名
で
あ
り
、「
帯
解
町
」
に
い
た
っ
て
は
昭
和
三

年
に
成
立
し
た
町
名
で
あ
る
。
③
の
文
字
は
す
べ
て
同
筆
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、

③
の
記
載
さ
ら
に
は
包
袋
自
体
の
作
成
は
昭
和
三
年
以
降
に
な
さ
れ
た
と
推
定
で
き

る
。

大
き
さ
と
縮
尺

　
奈
良
県
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
は
一
辺
五
〇
～
九
〇
㎝
の
も
の
が
多
い
。
小
さ
い

も
の
は
添
上
郡
西
永
井
村
の
絵
図
の
一
辺
二
八
㎝
で
あ
り
、
大
き
い
も
の
で
も
一
辺

二
〇
〇
㎝
を
越
え
る
も
の
は
な
い
。

　
縮
尺
は
一
／
三
〇
〇
〇
の
縮
尺
と
一
／
二
〇
〇
〇
の
縮
尺
が
確
認
で
き
る
。
一
／

三
〇
〇
〇
の
縮
尺
図
は
、
内
題
に
「
三
千
分
一
縮
尺
全
図
」
と
記
載
す
る
添
上
郡
八

島
村
な
ど
の
絵
図
の
ほ
か
に
、「
凡
以
二
厘
為
一
間
」
す
な
わ
ち
一
間
（
約
一
．八

m
）
を
二
厘
（
〇
．六
㎜
）
で
作
成
し
た
と
記
載
す
る
添
上
郡
城
村
の
絵
図
な
ど
が

あ
る
。
一
／
二
〇
〇
〇
の
縮
尺
図
は
、
内
題
に
「
二
千
分
一
縮
尺
全
図
」
と
記
載
す

る
添
上
郡
杏
村
・
柳
生
下
村
の
絵
図
や
図
中
に
「
二
千
分
ノ
一
ニ
縮
」
と
記
載
す
る

添
下
郡
南
田
原
村
の
絵
図
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
大
凡
三
厘
壱
間
見
積
リ
」「
但
周

圍
測
量
曲
尺
三
厘
壱
間
之
割
ヲ
以
調
製
之
」「
三
厘
壱
間
ノ
積
リ
ヲ
以
調
製
」
す
な
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わ
ち
一
間
（
約
一
．八
m
）
を
三
厘
（
〇
．九
㎜
）
で
作
成
し
た
こ
と
を
示
す
山
辺
郡

杣
ノ
内
村
山
口
・
添
上
郡
東
九
條
村
・
西
永
井
村
の
絵
図
な
ど
が
あ
る

（
（（
（

。
縮
尺
を
記

載
す
る
絵
図
は
全
体
の
一
／
三
に
満
た
な
い
が
、
他
の
絵
図
も
、
絵
図
の
大
き
さ
や

土
地
区
画
（
い
わ
ゆ
る
条
里
地
割
）
を
比
較
す
る
限
り
、
一
／
三
〇
〇
〇
ま
た
は
一

／
二
〇
〇
〇
の
縮
尺
で
作
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

凡
例
お
よ
び
土
地
利
用
表
現

　
土
地
利
用
は
彩
色
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
凡
例
が
あ
り
、

彩
色
に
対
応
す
る
土
地
利
用
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
に
よ
っ
て
凡
例
は
、
文

字
や
色
合
い
に
違
い
が
あ
り
、
村
毎
の
土
地
利
用
状
況
や
地
形
的
な
問
題
な
ど
に

よ
っ
て
取
捨
選
択
が
あ
る
が
、
奈
良
県
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る

（
（（
（

。
土
地
利
用
と
彩
色

の
組
み
合
わ
せ
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
田
（
黄
）、
畑
（
薄
茶
）、
宅
地
（
桃
）、

新
開
地
・
荒
地
・
鍬
下
地
（
茶
）、
社
・
寺
（
朱
に
堂
や
鳥
居
の
図
像
）、
道
（
朱
線
）、

山
藪
林
堤
（
緑
）、
水
池
川
溝
（
青
）、
墓
地
（
灰
）、
芝
地
・
秣
場
（
橙
）、
未
定
地

（
紫
）、
古
墳
・
山
稜
（
薄
黄
ま
た
は
白
に
樹
木
図
像
）、
彩
色
上
に
記
載
さ
れ
る
官

有
地
（
黒
丸
に
白
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
土
地
利
用
と
は
別
に
水
流
を
示
し
た

矢
印
や
村
界
を
示
す
点
線
、
甲
乙
の
番
号
な
ど
が
あ
る
。

　
凡
例
部
分
に
は
修
正
や
追
加
記
載
が
み
ら
れ
る
。
修
正
に
は
紙
面
を
切
り
抜
い
た

後
に
、
裏
か
ら
紙
を
あ
て
が
う
も
の
（
写
真
22
）
と
上
か
ら
紙
を
あ
て
が
う
も
の
と

が
あ
る
（
写
真
23
）。
切
り
抜
き
の
修
正
後
に
は
新
た
な
凡
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
上
か
ら
紙
を
あ
て
が
う
修
正
に
は
追
加
記
載
は
な
い
。
切
り
抜
き
修
正
以
前

の
記
載
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
か
ら
紙
を
あ
て
が
う
修
正
に
つ
い
て
は
修

正
前
の
字
が
添
上
郡
南
永
井
村
や
同
郡
園
田
村
な
ど
の
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
そ
こ

に
は
試
作
地
と
堤
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。
追
加
や
修
正
後
の
凡
例
に
は
官
有
地
、

鍬
下
地
・
荒
地
・
新
開
地
、
芝
地
、
山
藪
林
堤
、
寺
社
地
、
古
墳
な
ど
の
記
載
が
多

い
。
修
正
や
追
加
記
載
の
実
施
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
絵
図
の
作
成
過
程
で
な

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
凡
例
部
分
の
表
記
方
法
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
最
も
多
い
も
の

は
写
真
24
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
写
真
25
は
「
地
図
標
目
」
と
い
う
題

を
記
載
し
、
道
を
「
道
路
」「
道
敷
」
と
表
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
凡
例
は
添

上
郡
出
屋
舗
村
・
古
市

村
・
鹿
野
園
村
な
ど
の
絵

図
で
確
認
で
き
る
。
写
真

26
は
凡
例
部
分
を
太
い
黒

線
で
囲
み
、
道
路
の
凡
例

を
二
回
折
り
曲
げ
た
朱
線

で
表
記
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
平
群
郡
藤
尾
村
・

鬼
取
村
の
絵
図
に
み
ら
れ

る
。
写
真
27
は
平
群
郡
乙

田
村
・
上
庄
村
・
西
向
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村
・
吉
新
村
・
西
宮
村
・
三
里
村
の
絵
図
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
写
真
26
と
同
じ
く

道
路
の
凡
例
を
折
り
曲
げ
た
朱
線
で
表
記
し
て
い
る
が
折
り
曲
げ
る
回
数
が
一
回
で

あ
る
。
そ
し
て
、
写
真
28
に
示
し
た
よ
う
に
凡
例
部
分
を
二
重
に
囲
む
形
式
の
も
の

も
あ
る
。
こ
れ
は
添
下
郡
尾
山
村
・
邑
地
村
・
月
瀬
村
の
絵
図
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

方
位
表
現

　
方
位
表
現
に
は
図
の
四
辺
に
東
西
南
北
の
文
字
を
配
置
す
る
も
の
、
十
字
矢
印
、

磁
石
な
ど
が
あ
る
。
方
位
表
現
の
種
類
は
基
本
的
に
村
毎
に
異
な
る
が
、
な
か
に
は

同
じ
も
の
を
採
用
し
た
絵
図
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
写
真
29
、
30
、
31
な
ど
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
方
位
表
現
を
採
用
す
る
絵
図
は
、
多
く
の
場
合
、
同
じ
凡

例
の
表
記
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
写
真
29
の
方
位
表
現
を
採
用
し
た
添
下
郡
尾
山

村
・
邑
地
村
・
月
瀬
村
は
い
ず
れ
も
写
真
28
に
示
し
た
凡
例
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

写
真
30
の
方
位
表
現
で
あ
る
平
群
郡
藤
尾
村
・
鬼
取
村
や
写
真
31
の
平
群
郡
菜
畑
村

な
ど
の
凡
例
も
そ
れ
ぞ
れ
同
一
で
あ
る
。

一
筆
内
の
記
載

　
一
筆
内
に
は
、
地
番
と
土
地
利
用
を
示
す
彩
色
や
官
有
地
を
示
す
黒
丸
に
白
の
彩

色
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
番
毎
に
朱
お
よ
び
墨
に
よ
る
合
点
が
付
さ
れ
て
い

る
。
添
下
郡
大
和
田
村
の
絵
図
の
よ
う
に
朱
書
き
に
よ
る
小
字
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
絵
図
も
あ
る
が
、
多
く
の
絵
図
に
は
小
字
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
朱
の
合
点

は
田
や
畑
に
付
さ
れ
、
一
方
の
墨
の
合
点
は
宅
地
や
社
寺
地
な
ど
に
付
さ
れ
て
い
る
。

朱
の
合
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
署
名
部
分
に
も
付
さ
れ
て
い
る
。
合
点
は
絵
図
作

成
過
程
に
お
け
る
確
認
作
業
、
あ
る
い
は
絵
図
作
成
後
に
お
い
て
役
人
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

署
名
・
押
印

　
地
租
改
正
作
業
で
は
、
多
く
の
府
県
に
お
い
て
隣
接
す
る
町
村
立
合
の
も
と
に
村

境
の
画
定
や
飛
地
の
整
理
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
奈
良
県
の
地
租
改
正
地
引

絵
図
に
も
、
村
の
地
主
総
代
・
村
総
代
、
戸
長
お
よ

び
副
戸
長
の
署
名
・
押
印
に
く
わ
え
て
、
隣
接
す
る

村
々
の
総
代
一
名
の
署
名
と
押
印
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
署
名
・
押
印
は
、
基
本
的
に
図
隅
に
記

載
さ
れ
る
図
名
や
作
成
年
月
日
な
ど
の
脇
に
あ
る
。

な
か
に
は
、
村
堺
の
場
所
に
隣
接
す
る
村
の
地
主
総

代
の
署
名
・
押
印
が
な
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
署

名
・
押
印
の
順
番
は
図
記
載
の
村
の
地
主
総
代
・
村

総
代
、
隣
接
村
々
総
代
、
戸
長
お
よ
び
副
戸
長
で
あ

る
。

貼
紙
・
付
箋
・
そ
の
他

　
絵
図
の
外
題
や
村
名
な
ど
の
記
載
部
分
に
は
貼
紙

や
付
箋
が
確
認
で
き
る
。
最
も
多
い
貼
紙
は
、
絵
図

378

国立歴史民俗博物館研究報告
第 163集　2011年 3月

写真２7

写真２8
写真２9

写真30
写真31



を
検
査
し
た
役
人
に
よ
る
「
糺
合

　
差
了
」
や
上
・
中
・
下
の
等
級
と
思
わ
れ
る
文

字
の
記
載
そ
し
て
押
印
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
絵
図
に
は
様
々
な
貼
紙
や
付
箋
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

添
下
郡
石
木
村
と
同
郡
大
和
田
村
の
絵
図
に
は
次
の
よ
う
な
貼
紙
が
あ
る
。「
本
村

仝
郡
大
和
田
村
ト
川
敷
争
論
中
仍
テ
連
印
洩
」「
上
伸
書
未
晋
達
」「
論
地
未
了
」（
石

木
村
の
絵
図
︿
写
真
32
﹀）
と
「
石
木
村
総
代
連
印
洩
」（
大
和
田
村
の
絵
図
︿
写
真

33
﹀）
で
あ
る
。
上
記
の
貼
紙
な
ど
に
よ
れ
ば
、
石
木
・
大
和
田
村
で
は
絵
図
作
成

段
階
（
石
木
村
は
明
治
一
二
年
三
月
、
大
和
田
村
は
明
治
一
三
年
五
月
）
に
お
い
て

境
界
が
画
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
和
田
村
の
絵
図
の
論
地
部
分
に

は
朱
書
き
で
「
論
所
」
と
い
う
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
木
村
総
代
署

名
部
分
に
は
付
箋
で
「
字
鳥
飼
川
床
当
村
論
中
ニ
付
石
木
村
欠
印
」
と
あ
り
、
実
際

に
押
印
は
な
い
。
石
木
・
大
和
田
村
の
境
相
論
は
、
最
終
的
に
両
絵
図
が
作
成
さ
れ

た
時
点
よ
り
も
数
年
後
の
明
治
一
九
年
四
月
二
三
日
に
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
は
石
木
村
の
絵
図
に
付
属
し
て
い
る
文
書
か
ら
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
論
所
で

あ
る
場
所
の
地
名
や
面
積
が
記
載
さ
れ
、
大
和
田
村
と
石
木
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
村
総

代
と
地
主
総
代
の
署
名
と
押
印
が
あ
る
。
そ
し
て
、
石
木
村
の
絵
図
の
「
論
所
」
部

分
に
は
画
定
し
た
境
界
が
貼
紙
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
、
そ
こ
に
は
付
属
文
書
と
同
様

の
押
印
が
あ
り
、
大
和
田
村
の
絵
図
に
は
前
述
の
貼
紙
と
は
別
に
「
仝
郡
石
木
村
内

相
論
地
ヲ
除
ク
ノ
分
定
リ
更
正
済
」
と
の
貼
紙
が
確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
山
辺
郡
川
原
城
村
の
絵
図
に
は
戸
長
押
印
と
と
も
に
「
惣
代
調
印
可
被
ノ

所
堺
論
中
ニ
付
延
引
相
成
自
今
和
解
ニ
付
調
印
済
也

　
戸
長
登
又
四
郎
」
と
記
載
し

た
付
箋
が
あ
る
。
絵
図
作
成
（
明
治
一
一
年
一
二
月
五
日
）
時
に
は
村
堺
が
画
定
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
添
上
郡
下
狭
川
村
の
絵
図
に
も
「
飛
地
錯
雑
」「
飛

地
錯
雑
残
洩

　
据
置
」
と
あ
り
、
飛
地
の
整
理
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　
本
稿
で
は
一
部
の
例
を
挙
げ
た
が
、
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
地
籍
図
に
は
貼

紙
や
付
箋
を
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と

に
付
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
文
書
な
ど
か
ら
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
明
治
前
期
に
お
け
る
地
租
改
正
作
業
の
実
態
や
地
域
に
内

包
し
た
問
題
（
境
界
な
ど
）
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

作
成
者

　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
絵
図
の
な
か
に
は
作
成
者
を
明
記
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
添
上
郡
八
島
村
の
絵
図
の「
測
量
研
究
舎
員

　
澤
田
栄
吉

　
圖
書

　
中
江
達
徳
」

な
ど
で
あ
る
。「
測
量
研
究
舎
」
の
記
載
は
、
添
上
郡
虚
空
蔵
村
・
西
九
条
村
・
米

谷
村
・
中
畑
村
、
山
辺
郡
内
馬
場
村
の
絵
図
に
み
ら
れ
、
同
一
の
測
量
会
社
に
よ
っ

て
絵
図
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（（
（

。ま
た
、
添
下
郡
城
村
の
絵
図
に
は「
京

都
府
下

　
杦
谷
岸
壽
編
製
之
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
絵
図
に
関
し
て
は
作
成
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
述
し
た
同
じ
方
位
表
現
と
凡
例
を
採
用
す
る
絵
図
群
の
存
在
か
ら
は
、

同
一
の
人
物
ま
た
は
同
一
の
集
団
が
い
く
つ
か
の
村
を
掛
け
持
ち
し
て
絵
図
を
作
成

し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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❹
そ
の
他
の
地
籍
図

（
1
）岩
手
県
の
地
籍
図

　
花
巻
税
務
署
か
ら
移
管
さ
れ
た
資
料
の
な

か
に
は
、
岩
手
県
稗
貫
郡
関
口
村
、
外
台
村
、

豊
沢
村
の
三
ヶ
村
分
の
地
籍
図
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
明
治
八
年
一
一
月
の
年

紀
が
あ
り
、
戸
長
や
組
惣
代
な
ど
に
よ
る
署

名
押
印
が
な
さ
れ
て
い
る
（
写
真
34
）。

　
絵
図
の
外
題
に
は
「
第
○
地
割

　
稗
貫
郡

○
○
村
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
関
口
村
は
第

一
～
二
八
（
但
し
一
七
欠
カ
）、
外
台
村
は

一
～
五
、
豊
沢
村
は
一
～
八
ま
で
の
「
地
割
」
を
描
い
た
絵
図
が
存
在
す
る
。

　
岩
手
県
で
は
現
在
で
も
土
地
の
区
画
を
「
地
割
」
で
表
記
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
み

ら
れ
る
が
、
稗
貫
郡
の
絵
図
も
字
で
は
な
く「
地
割
」ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。「
地

割
」
は
必
ず
し
も
一
つ
の
字
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
字
を
含
む

場
合
も
あ
る
の
で
、
稗
貫
郡
の
絵
図
は
字
限
図
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
地
割
図
」

で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
「
地
割
」
ご
と
に
絵
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
点
は
、

当
該
地
域
に
お
け
る
地
籍
図
の
特
徴
で
あ
る
。

　
絵
図
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
凡
例
が
存
在
し
な
い
も
の
の
、
田
畑
を
中
心
に

林
、
野
、
宅
地
、
開
墾
畑
、
荒
畑
、
道
、
寺
社
地
、
水
系
な
ど
が
文
字
や
彩
色
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
字
を
含
む
「
地
割
」
で
は
、
点
線
に
よ
る
字
界

と
字
名
が
表
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
35
）。
一
筆
記
載
の
内
容
は
地
番
と
地
目
で
、

田
畑
に
つ
い
て
は
そ
の
枚
数
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
絵
図
の
周
辺
部
分
に
は
隣

接
す
る
「
地
割
」
名
や
村
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
三
ヶ
村
の
絵
図
は
基
本
的
に
同
じ
体
裁
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
方
位
表
記
や

署
名
者
の
性
格
な
ど
に
そ
の
村
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
。

（
2
）石
川
県
の
地
籍
図

　
石
川
県
の
地
籍
図
に
は
旧
能
登
国
の
二
点
が
存
在
す
る
。
ど
ち
ら
も
全
図
と
字
図

が
横
綴
り
形
式
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
一
点
は
、「
能
登
國
第
十
五
区
小
三
区
鳳

至
郡
乙
ヶ
嵜
村
地
内
見
取
絵
図

　
島
嵜
村
字
乙
ヶ
嵜
」（
明
治
八
年
一
二
月
）
で
、

字
の
位
置
を
示
す
全
図
（
写
真
36
）
と
地
番
を
記
し
た
字
図
と
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
九
項
目
の
「
契
合
」（
凡
例
）
の
色
に
合
わ
せ
て
土
地
利
用
が
彩
色
さ
れ

て
お
り
、
色
彩
豊
か
な
絵
図
で
あ
る
。

　
二
点
目
は
「
珠
洲
郡
木
郎
村
大
字
宮
犬
地
図
」（
明
治
一
二
年
二
月
）
で
、
主
に

山
林
部
分
の
筆
界
と
地
番
と
を
記
載
し
た
絵
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
九
項
目
の
「
契

合
」（
凡
例
）
が
み
ら
れ
る
が
、
前
述
の
も
の
と
は
項
目
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
山
林
、
官
地
、
標
杭
及
び
測
量
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
、
山
林
境

界
を
明
確
に
し
た
絵
図
の
性
格
と
関
係
し
て
い
る
。
全
図
の
左
に
は
、
各
村
の
地
主

総
代
や
戸
長
な
ど
の
役
人
、「
山
地
改
正
惣
代
」
ら
が
山
林
境
界
を
了
承
し
た
こ
と

に
よ
る
署
名
押
印
が
み
ら
れ
る
。
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（
3
）神
奈
川
県
の
地
籍
図

　
神
奈
川
県
の
明
治
前
期
地
籍
図
は
地
租
改
正
時
作
成
の
鎌
倉
郡
今
泉
村
の
字
限
図

八
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
八
枚
の
絵
図
は
同
じ
型
式
で
あ
る
。
絵
図
の
表
紙
に
は

朱
書
き
で
「
八
枚
之
内
」
と
あ
り
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
絵
図
が
今
泉
村
で
作
成
さ
れ

た
字
限
図
の
す
べ
て
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
外
題
は
表
紙
部
分
に
「
第
拾
六
大
区

拾
小
区
今
泉
村
切
図
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
図
毎
に
「
甲
」
か
ら
「
辛
」
の
文
字
が

記
載
さ
れ
て
い
る
（
写
真
37
）。
ま
た
、
字
名

（
（（
（

や
、「
自
○
○
番

　
至
○
○
番
」
と
い
っ

た
記
載
地
番
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
内
題
は
無
く
各
絵
図
に
は
「
相
模
国
鎌
倉
郡
第

拾
六
大
区
拾
小
区
今
泉
村
」
の
記
載
の
み
が
あ
る
。
絵
図
中
に
凡
例
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
土
地
利
用
な
ど
は
彩
色
の
違
い
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
彩

色
と
土
地
利
用
の
組
み
合
わ
せ
は
他
の
神
奈
川
県
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
と
同
じ
も

の
で
あ
る

（
（（
（

。
一
筆
内
記
載
は
手
書
き
に
よ
る
地
番
と
合
点
と
思
わ
れ
る
朱
丸
印
、
等

級
が
み
ら
れ
、
部
分
的
に
鉛
筆
書
き
に
よ
る
丸
印
も
み
ら
れ
る
。
署
名
や
作
成
年
月

日
は
、
い
ず
れ
の
絵
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
（
写
真
38
）。

（
40
）

お
わ
り
に

　
以
上
、
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
明
治
前
期
地
籍
図
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
同
セ

ン
タ
ー
に
は
今
回
調
査
し
た
地
籍
図
に
く
わ
え
て
明
治
中
期
以
降
の
地
籍
図
な
ど
実

に
多
く
の
種
類
の
地
籍
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
地
租
改
正
を

は
じ
め
と
し
た
諸
制
度
を
理
解
す
る
上
で
有
効
な
資
料
群
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

絵
図
の
保
存
状
態
は
良
く
、
文
字
・
彩
色
さ
ら
に
は
付
箋
や
貼
紙
の
内
容
ま
で
も
明

瞭
に
確
認
で
き
、
絵
図
か
ら
は
明
治
前
期
に
お
け
る
景
観
や
そ
れ
以
前
か
ら
の
景
観

変
遷
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
定
地
域
の
地
籍
図
群
が
複
数
県
に

わ
た
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
時
期
の
地
域
の
様
相
を
巨
視
的
に
理

解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、
絵
図
の
ほ
か
に
地
券
を
含
む
租
税
関
係
の
関

連
資
料
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
共
同
研
究
で
は
絵
図
の
概
要
を
示
す
と
い
う
点
に

主
眼
を
置
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
詳
細
や
絵
図
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
絵
図
の
性
格
や
明
治
前
期
に

お
け
る
景
観
や
制
度
を
含
め
た
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、
❶
山
形
県
の
地
籍
図［
地
引
絵
図
］（
2
）、［
そ
の
他
の
絵
図
］、
❷

愛
知
県
の
地
籍
図
、
❹
そ
の
他
の
地
籍
図（
1
）（
2
）、
を
川
名
が
執
筆
し
、
は

じ
め
に
、
❶
山
形
県
の
地
籍
図［
地
引
絵
図
］（
1
）、
❸
奈
良
県
の
地
籍
図
、
❹

そ
の
他
の
地
籍
図
（
3
）、
お
わ
り
に
、
を
三
河
が
執
筆
し
た
。

　
な
お
、
税
務
大
学
校
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
資
料
の
調
査
お
よ

び
写
真
掲
載
に
際
し
て
、
多
大
な
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
1
） 　
調
査
対
象
は
共
同
研
究
を
開
始
し
た
時
点
に
お
け
る
所
蔵
地
籍
図
に
限
定
し
て
い
る
。
調
査

対
象
の
検
索
は
税
務
大
学
校
Ｈ
Ｐ
内
の
「
史
料
検
索
」http://w

w
w

.nta.go.jp/ntc/cgi–
bin/sozei/06bb.php

に
て
行
っ
た
。

（
2
） 　
山
形
県
は
、
廃
藩
置
県
以
後
、
第
一
次
（
明
治
三
年
九
月
～
同
四
年
一
一
月
）、
第
二
次
、

第
三
次
（
明
治
九
年
八
月
二
一
日
～
）
の
三
回
の
編
成
を
経
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
区
小
区
の

区
分
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
柏
倉
亮
吉
「
地
租
改
正
前
の
農
政
」「
地
租
改
正
」
山
形
県
編
『
山

形
県
史
』
一
九
七
三
、六
三
一–

七
一
四
頁
ほ
か
参
照
。

（
3
） 　
大
蔵
省
編
『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九
復
刻
、
七
四
一
頁
。

（
4
）　
前
掲
註
（
3
）、
七
四
五
頁
。

（
5
） 　
そ
れ
ぞ
れ
の
外
題
が
同
じ
場
所
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
時
期
に
よ
っ

て
絵
図
の
折
り
方
が
異
な
り
、
表
紙
部
分
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
一

村
図
を
分
割
し
た
絵
図
の
①
②
に
は
「
○
枚
ノ
内
○
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
6
） 　
た
と
え
ば
一
／
六
〇
〇
の
縮
尺
は
他
府
県
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き

ず
、
壬
申
地
券
地
引
絵
図
に
多
く
確
認
で
き
る
縮
尺
で
あ
る
。
壬
申
地
券
地
引
絵
図
に
つ
い
て

は
佐
藤
甚
次
郎
『
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
』
古
今
書
院
、
一
九
八
六
、一
一–

一
七
頁
ほ
か
参
照
。

（
7
） 　
柏
倉
亮
吉
「
地
租
改
正
前
の
農
政
」「
地
租
改
正
」
山
形
県
編
『
山
形
県
史
』

一
九
七
三
、六
三
一–

七
一
四
頁
。

（
8
）　
前
掲
註
（
7
）

（
9
） 　
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
『
山
形
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
、四
〇
八–

四
〇
九
頁
。

（
10
） 　
こ
の
タ
イ
プ
の
例
外
と
し
て
、
前
小
路
村
字
根
際
山
の
字
図
と
飛
地
だ
け
を
集
め
た
絵
図
と

が
あ
る
。
前
者
に
は
、「
羽
前
国
邨
山
郡

　
第
四
大
区
七
小
区
前
小
路
村

　
字
根
際
山
」
と
「
羽

前
国
村
山
郡
第
四
大
区
小
七
区

　
下
工
藤
小
路
村

　
山
絵
図
」
な
ど
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
字
番

号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
両
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
所
有
す
る
山
間
地
を
描
い
た
絵
図
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
、
他
村
の
飛
地
が
あ
ま
り
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
後
者
は
、
各
村
の
飛
地
だ
け
を
村
ご
と
に
集
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
他
の
字
図
と
は

性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
11
） 　
墓
所
絵
図
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
村
の
絵
図
の
内
題
に
「
吉
川
村
墓
所
絵
図
」
と
記
載

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
12
） 　
北
条
浩
『
明
治
初
年
地
租
改
正
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
二
、四
一
〇–

四
一
一
頁
。

（
13
） 　
前
掲
註
（
12
）、
四
九
四–

四
九
五
頁
。

（
14
） 　
前
掲
註
（
12
）、
四
九
九
頁
。

（
15
） 　
こ
の
他
に
も
、「
月
岡
村
地
内
字
愛
染
院
山
元
除
地
絵
図
」（
明
治
七
年
八
月
）
や
「（
入
間

註

村
元
除
地
絵
図
）」（
明
治
七
年
六
月
）
が
存
在
す
る
。

（
16
） 　「
地
租
改
正
ニ
付
心
得
書
」『
愛
知
県
布
達
類
集
』
明
治
四–

八
年
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

（
17
） 　「
量
地
心
得
書
」『
愛
知
県
布
達
類
聚
』 

明
治
九
年
、
同
一
〇
年
上
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

（
18
） 　
近
藤
哲
生
「
愛
知
県
（
尾
張
国
）
に
お
け
る
地
租
改
正
に
か
ん
す
る
覚
え
書
」
経
済
科
学
九

–

三
、一
九
六
二
、八
一
頁
。

（
19
） 　『
府
県
地
租
改
正
紀
要
』
に
は
、「
地
図
ハ
一
筆
限
リ
、
一
字
限
リ
、
一
村
限
リ
ノ
三
様
ト
ス
」

と
あ
る
（
前
掲
註
（
3
）、
四
四
六
頁
）。

（
20
） 　
地
租
改
正
資
料
刊
行
会
編
『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
（
改
訂
版
）』
上
巻
、

一
九
八
八
、二
九
二–

三
〇
三
頁
。

（
21
） 　
前
掲
註
（
6
）、
一
〇
三–

一
〇
四
頁
。

（
22
） 　
雛
形
で
は
「
字
一
筆
限
地
図
帳
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
絵
図
の
内
題
で
も
こ
れ
が

多
い
。

（
23
） 　
前
掲
註
（
16
）

（
24
） 　
但
し
灰
色
の
区
画
に
は
地
番
が
振
ら
れ
て
い
な
い
。

（
25
） 　「
量
地
心
得
書
」
で
は
、「
朱
字
ニ
テ
字
番
号
ヲ
記
入
シ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
全
図
で
は
字
番

号
が
墨
字
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 　「
心
得
書
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
邨
総
絵
図
」、「
字
限
地
図
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、「
量

地
心
得
書
」
の
段
階
で
「
一
村
字
寄
略
図
」
と
「
字
限
精
図
」
と
い
う
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い

て
、「
略
」
と
「
精
」
の
対
比
が
示
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

（
27
） 　
横
須
賀
町
の
絵
図
に
は
、「
明
治
九
年
中
指
上
置
候
処
今
回
分
離
村
ニ
付
改
訂
」
と
い
う
記

載
が
み
ら
れ
る
。

（
28
） 　
三
木
理
史
「
税
務
大
学
校
所
蔵
奈
良
県
公
図
の
調
査
報
告
」
総
合
研
究
所
所
報

一
一
、二
〇
〇
三
、一
五
五–

一
六
三
頁
。
三
木
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
奈
良
県
の
地
籍
図
は
二
〇
八
点
存
在
す
る
。三
木
は
、
そ
れ
ら
を「
地
租
改
正
地
引
絵
図
」「
字

絵
図
」「
分
裂
地
図
（
分
裂
略
図
）」「
宅
地
甲
乙
兼
用
図
」「
三
千
分
一
地
図
」「
そ
の
他
」
に

分
類
し
て
い
る
。

（
29
） 　
土
平
博
「
税
務
大
学
校
租
税
史
料
室
所
蔵
「
大
和
国
地
租
改
正
地
引
絵
図
」
の
作
成
と
移
管

の
経
緯
」
総
合
研
究
所
所
報
一
七
、二
〇
〇
九
、二
九–

三
九
頁
。

（
30
） 　
大
阪
国
税
局
以
前
に
お
け
る
地
租
改
正
地
引
絵
図
の
移
管
経
緯
は
土
平
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
絵
図
の
記
載
対
象
地
域
で
あ
る
旧
平
群
・
山
辺
・
添
上
・
添
下
郡
が
奈
良
税

務
署
の
管
轄
区
域
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
図
が
奈
良
税
務
署
か
ら
大
阪
国
税
局
へ
移

管
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
前
掲
註
（
29
）。
分
裂
地
図
も
同
じ
く
昭
和
五
二
年
に
大

阪
国
税
局
か
ら
移
管
さ
れ
て
お
り
、
添
下
郡
の
村
々
を
記
載
し
た
図
で
あ
る
。
土
平
の
指
摘
を

ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
も
ま
た
地
租
改
正
地
引
絵
図
と
同
じ
行
程
で
移
管
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
野
取
図
は
上
記
の
絵
図
群
と
は
別
に
平
成
七
年
に
東
京
国
税
局
か
ら
移
管
さ

れ
て
い
る
。
野
取
図
に
記
載
さ
れ
た
村
は
式
上
郡
で
あ
り
、
同
郡
は
奈
良
税
務
署
と
は
別
の
管
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轄
区
域
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
別
系
統
で
図
が
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

（
31
） 　
前
掲
註
（
3
）、
一
三
三
頁

（
32
） 　
前
掲
註
（
3
）、
一
三
六
頁
。

（
33
） 　
奈
良
県
は
、
明
治
四
年
一
一
月
二
二
日
に
旧
大
和
国
域
を
継
承
し
成
立
し
た
の
ち
に
、
明

治
九
年
四
月
一
八
日
に
堺
県
に
編
入
さ
れ
、
明
治
二
〇
年
一
一
月
四
日
に
堺
県
か
ら
独
立
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
地
租
改
正
作
業
は
、
奈
良
県
独
自
で
開
始
さ
れ
、
最
終
的
に
堺
県
管
轄
の

も
と
に
終
了
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
堺
県
」
と
付
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
の
は
、
地
租
改

正
終
了
時
に
お
い
て
奈
良
県
が
堺
県
に
編
入
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

（
34
） 　
添
上
郡
北
永
井
村
の
図
に
は
「
二
千
分
ノ
貳
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
一
／
二
〇
〇
〇
の
誤

記
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
35
） 　
前
掲
註
（
28
）。
奈
良
県
立
図
書
館
に
は
宇
智
郡
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
が
所
蔵
し
て
い
る
。

写
真
や
解
説
は
同
図
書
館
の
H 

P
（http://w

w
w

.library.pref.nara.jp/gallery/ezu/
index.htm

l

）
参
照
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
宇
智
郡
の
図
も
基
本
的
に
は
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
所

蔵
地
籍
図
と
同
じ
土
地
利
用
と
彩
色
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
36
） 　
前
掲
註
（
6
）、
二
三
四–
二
七
〇
頁
。

（
37
） 　「
測
量
研
究
舎
」
の
存
在
は
三
木
理
史
が
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
註
（
28
）。
な
お
、
袋
に
は

「
大
和
国
山
辺
郡
丹
波
市
村

　
官
許
測
量
研
究
舎
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
同
舎
が
山
辺
郡
丹
波

市
村
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
38
） 　
各
絵
図
記
載
の
字
名
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
甲
図
は
「
小
泉
谷
」、
乙
図
は
「
福
泉
」、
丙

図
は
「
芋
ヶ
谷
戸
」、
丁
図
は
「
瀧
之
入
」、
戊
図
は
「
滝
之
入
」、
巳
図
は
「
吉
ヶ
沢
」、
庚
図

は
「
柳
谷
戸
」、
辛
図
は
「
七
久
保
」
で
あ
る
。

（
39
） 　
佐
藤
甚
次
郎
『
神
奈
川
の
地
籍
図
』
暁
印
書
館
、
一
九
九
三
、一
〇
九
頁
。
図
の
宅
地
部
分

に
は
家
屋
図
像
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
40
） 　
税
務
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
地
籍
図
の
ほ
か
に
所
管
府
県
不
明
の
地

籍
図
数
点
、
香
川
県
の
地
籍
図
一
点
、
熊
本
県
の
地
籍
図
（
写
真
の
み
）
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
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［税務大学校税務情報センター所蔵の明治前期作成地籍図］……三河雅弘・川名 禎

三
河
雅
弘（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
外
来
研
究
員
）

川
名
禎（
國
學
院
大
學
非
常
勤
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）




